
主　　催／蒲郡俊成短歌大会実行委員会　
共　　催／蒲郡市・蒲郡市教育委員会・蒲郡市文化協会
後　　援／愛知県・愛知県教育委員会・中部日本歌人会・中日新聞社
　　　　　一般社団法人蒲郡市観光協会・郡上市・郡上市教育委員会・高岡市・高岡市教育委員会
協　　賛／JA蒲郡市・竹本油脂株式会社・株式会社金トビ志賀・株式会社一色屋
題字揮毫／川合玄鳳 氏
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記念講演

　１９６９年宮崎県生まれ。京都大学文学部卒業。京都市在住。塔短歌会主宰。
　歌集に『青蟬』（１９９５年、第４０回現代歌人協会賞）、『鳥の見しもの』（２０１６年、第２１回若山牧水賞・
第９回小野市詩歌文学賞）、『石蓮花』（２０１９年、第７０回芸術選奨文部科学大臣賞、第３１回斎藤茂吉短歌
文学賞）、『雪の偶然』（２０２３年、第５８回迢空賞）、『叡電のほとり』（２０２４年）など１０冊。
　評論集に『風景と実感』（２００８年）、『読みと他者』（２０１５年）がある。
　現代歌人協会理事。京都新聞歌壇選者。２０２３年度ＮＨＫ短歌選者。

演題 / 「藤原俊成の歌評を楽しむ」

講師/歌人
吉川 宏志 氏
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令和7年1月20日（月）

①郵送の場合
所定の投稿用紙に必要事項を記入の上、払込受領証や
領収書など投稿料を送金したことがわかる書類１点を
同封の上、郵送してください。

②インターネットの場合
「蒲郡市公式ホームページ」内に投稿専用ページを
用意していますので、そちらから投稿してください。
右の二次元コードからも応募できます。

《記載事項》
①投稿作品 ②郵便番号 ③住所 ④氏名（ふりがな） ⑤年齢
⑥電話番号 ⑦短歌大会への出欠 ⑧新・旧かな別
※楷書で丁寧にご記入ください。

2首１組＝1,800円
①自由題１首のみの投稿でも1,800円です。
②投稿料には1冊分の詠草集代・大会参加費を含みます。

※（注意）振込手数料は投稿者負担にてお願いいたします。
　 同封の払込み票をご利用ください。
投稿料は、１月27日（投稿締切後１週間以内）までに送金ください。
送金が確認されない場合は、作品投稿が無効となります。
あらかじめご了承ください。

■ 振替口座　00870 -7-190667
■ 加入者名　蒲郡俊成短歌大会実行委員会

投稿料の送金は、次の郵便振替口座を利用してください。

第40回蒲郡俊成短歌大会

～募集要項 および 大会日程～

俊成の里短歌大会

投稿作品

投稿方法

投稿締切

投稿料

支払方法

投稿先
〒443-0034　愛知県蒲郡市港町17番17号
蒲郡市生命の海科学館 蒲郡市教育委員会生涯学習課内
蒲郡俊成短歌大会実行委員会事務局　
TEL.0533-66-1167　FAX.0533-66-1199　

選　者 〈自由題〉 栗木 京子　島田 修三　小塩 卓哉
　　　　中村 達　　井野 佐登
〈題　詠〉 吉川 宏志　鈴木 竹志　神田 あき子

賞 〈自由題〉 大賞、特選、特別賞、選者賞、入選、
　　　　奨励賞
〈題　詠〉 大賞、特選、選者賞、入選

発　表 令和7年4月29日（火・祝）の短歌大会で発表

短歌大会
と　き／令和7年4月29日（火・祝）午後1時～午後4時20分
ところ／蒲郡市民会館　中ホール（愛知県蒲郡市栄町3番30号）
　　　　TEL：0533-67-5151
日  程／①表彰　②記念講演（講師：歌人 吉川 宏志
演題：「藤原俊成の歌評を楽しむ」） ③選者作品評
大会参加費／500円（当日参加も可。投稿者は無料。）

詠草集
自由題については全投稿作品、題詠については、
入賞作品のみを掲載し、投稿者全員へ1冊配布します。
※投稿者で大会欠席の方には、後日、詠草集をお送りします。
※大会当日に追加購入ご希望の方には、1冊500円で販売いたします。

※当日消印有効

※投稿用紙はホームページ内からもダウンロードできます。

短歌大会会場

検索俊成の里
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〒443-0034  愛知県蒲郡市港町17番17号
蒲郡市生命の海科学館  蒲郡市教育委員会 生涯学習課内

「蒲郡俊成短歌大会実行委員会」事務局　行

投稿作品在中

投稿にあたっての注意事項
①自作未発表の作品に限ります。二重投稿・類似作品等は入賞を取り消します。
②投稿後の作品訂正、変更はできません。また原稿などはお返しできませんので、
控えをお取りください。

③投稿は１人１組のみです。２組以上の応募があった場合、最後に応募された作
品のみを選考の対象とし、詠草集に掲載します。

④投稿料の領収書は発行いたしません。
⑤ご記入いただいた「作品・氏名・住所（市町村名のみ）」は、本短歌大会が発行
する詠草集に掲載させていただきます。
　なお、表記については、原則、投稿用紙に記入されたとおりに掲載します。
⑥投稿用紙に記載された情報は、本短歌大会運営のためのみ使用し、それ以外
の目的には使用いたしません。入賞者については、報道機関など関係者へも提
供することとなりますので、ご承諾の上ご応募ください。

⑦投稿料は、いかなる理由があっても返還いたしません。

①1人1組までの応募とします。
　（自由題１首または自由題１首+題詠1首の組み合わせ）

②題詠のテーマは「橋」です。
　（題詠のみの応募はできません。）
③自作、未発表（大会当日現在）の作品に限ります。

短歌大会会場

ご投稿の際に、切り取って封筒に貼ると便利です。

（URL  https://logoform.jp/f/JNDJj）



第40回蒲郡俊成短歌大会 ～俊成の里短歌大会～ 投稿用紙
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一般社団法人

　蒲郡開発の祖といわれる藤原俊成卿は公家であり、千載
和歌集の撰者。新古今和歌集の撰者・藤原定家の父として
も有名である。久安元年（1145 年）から久安 5年（1149 年）
まで三河の国司を務め、温暖なこの地を気に入り、開発し
たと言い伝えられる。

藤原俊成卿
永久 2 年（1114年）～
元久元年（1204年）

　藤原俊成卿の銅像を中心に竹島・三河湾を望む広々とした芝
生広場。「竹島」は国の天然記念物に指定されている蒲郡のシン
ボル。竹島の中央には「日本七弁天」のひとつ「八百富神社」があ
ります。

グリーンセンター蒲郡　TEL：0120-48-3030

ネット通販はじめました

愛知県蒲郡市の特産品

『蒲郡みかん』
遠く離れた大切な人へ

オイシイガマゴオリを

お届けします

https://www.ja-gamagori.or.jp/

オイシイ ガマゴオリ

「歌のまちづくり」をすすめる３市に

ぜひ足を運んでください


